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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に隔てて配置された２つのチークパーツ（３、４；１０３、１０４）を含むハウジ
ング（２；１０２）と、停止面（１８）を有し、前記チークパーツ（３、４；１０３、１
０４）間で伸長する停止ウェブ（５；１０５）と、同様に前記チークパーツ（３、４；１
０３、１０４）間で伸長するピボットスピンドル（７；１０７）と、前記ハウジング（２
；１０２）の前記ピボットスピンドル（７；１０７）上に旋回可能に取り付けられた櫛状
要素（８；１０８）とを有し、前記櫛状要素（８；１０８）が前記停止ウェブ（５；１０
５）の前記停止面（１８；１１８）と関係する円周面部（２４）を有し、前記円周面部（
２４）は、テンション手段（Ｓ）に実際に使われて作用する張力が前記櫛状要素（８；１
０８）をクランプスロット（２０）に引き込むような前記テンション手段（Ｓ）を通すた
めのクランプスロット（２０）を、前記停止ウェブ（５；１０５）の前記停止面（１８；
１１８）とともに区切る、テンション手段（Ｓ）用クランプロックにおいて、前記停止ウ
ェブ（５；１０５）及び前記ピボットスピンドル（７；１０７）の領域内に補強インサー
ト（９；１０９）があり、前記補強インサート（９；１０９）がプラスチック材料ケーシ
ング（１０；１１０）で取り囲まれ、かつ前記プラスチック材料ケーシング（１０；１１
０）より堅い材料で作られており、サポート部（２８；１０８）が前記櫛状要素（８；１
０８）の前記円周面部（２４）の境界に形成され、前記境界が前記クランプスロット（２
０）の出口（２７）と関係し、前記円周面部（２４）が前記停止ウェブ（５；１０５）の
前記停止面と関係し、前記サポート部（２８；１０８）が、前記停止ウェブ（５；１０５
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）に対して旋回されるときに、前記停止ウェブ（５；１０５）に対して前記櫛状要素（８
；１０８）を支持することを特徴とするクランプロック。
【請求項２】
　前記ハウジング（２；１０２）がクランプロックを締結するため又は前記テンション手
段（Ｓ）の端部を接続するための締結部（６；１０６）を有することを特徴とする請求項
１記載のクランプロック。
【請求項３】
　前記締結部（６；１０６）がウェブ様式で、かつ前記停止ウェブ（５；１０５）に平行
に伸長するように具現化されていることを特徴とする請求項２記載のクランプロック。
【請求項４】
　前記補強インサート（９；１０９）の一部（１７；１０９ｈ）が前記締結部（６；１０
６）を補強することを特徴とする請求項２又は３記載のクランプロック。
【請求項５】
　前記ハウジング（２；１０２）、前記停止ウェブ（５；１０５）、及び前記ピボットス
ピンドル（７；１０７）が、一体構造で成形されていることを特徴とする請求項１～４の
いずれか１項記載のクランプロック。
【請求項６】
　前記櫛状要素（８）内に、横断面で見て、１８０°より大きい角度を包含し、かつ円弧
の形状で内側に弓なりに曲がった内周面を有するベアリング開口（２３）が形成されてい
ることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項記載のクランプロック。
【請求項７】
　前記ハウジング（１０２）が２つのハウジングパーツで構成され、かつ前記ハウジング
（１０２）の分割面（Ｔ）が、停止ウェブ（１０５）及びピボットスピンドル（１０７）
の縦軸と、０°より大きい角度で交わることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項記
載のクランプロック。
【請求項８】
　前記ハウジング（１０２）の前記分割面（Ｔ）が、チークパーツ（１０３、１０４）で
横方向に区切られた空間の中央に延びていることを特徴とする請求項７記載のクランプロ
ック。
【請求項９】
　前記分割面（Ｔ）が、前記ピボットスピンドル（１０７）及び前記停止ウェブ（１０５
）の縦軸（Ｌ１０５）に垂直に方向付けられていることを特徴とする請求項７又は８記載
のクランプロック。
【請求項１０】
　前記ハウジングパーツ（１０２ａ、１０２ｂ）が、相互に分離不能に接続されているこ
とを特徴とする請求項７～９のいずれか１項記載のクランプロック。
【請求項１１】
　前記ハウジングパーツ（１０２ａ、１０２ｂ）が、相互に物的接合様式で接続されてい
ることを特徴とする請求項１０記載のクランプロック。
【請求項１２】
　前記ハウジングパーツ（１０２ａ、１０２ｂ）が、相互にぴったりフィット及び／又は
力伝達様式で接続されていることを特徴とする請求項７～１１のいずれか１項記載のクラ
ンプロック。
【請求項１３】
　前記プラスチック材料ケーシング（１０；１１０）が前記補強インサート（９；１０９
）上に噴霧されることを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項記載のクランプロック
。
【請求項１４】
　前記補強インサート（９；１０９）が金属から成ることを特徴とする請求項１～１３の
いずれか１項記載のクランプロック。
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【請求項１５】
　前記櫛状要素（１０８）内に、少なくとも１つの前記チークパーツ（１０３、１０４）
に対して前記櫛状要素（１０８）を弾力的弾性的に支持するばね（１１４）を含むレセプ
タクル（１１３）が、前記ばね（１１４）が前記櫛状要素（１０８）を前記停止ウェブ（
１０５）の方向に自動的に旋回させるように形成されていることを特徴とする請求項１～
１４のいずれか１項記載のクランプロック。
【請求項１６】
　前記ピボットスピンドル（７；１０７）上の前記櫛状要素（８；１０８）の旋回経路を
制限する停止部（２２；１２２）が、前記ピボットスピンドル（７；１０７）上に具現化
されていることを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項記載のクランプロック。
【請求項１７】
　独立に旋回可能に動かせるように取り付けられ、かつ櫛状要素（８）を旋回させるレバ
ー要素（３１）を有し、このレバー要素（３１）が、当該レバー要素を押す作動力の労作
時に、櫛状要素（８）が停止ウェブ（５）に対して作用するクランプ位置から、停止ウェ
ブ（５）から離れて旋回した解放位置に櫛状要素（８）を旋回させることを特徴とする請
求項１～１６のいずれか１項記載のクランプロック。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハウジングと、このハウジング内に取り付けられた櫛状要素とを含む、テン
ション手段用クランプロックに関する。この場合ハウジングは２つの相互に隔てて配置さ
れたチークパーツと、これらチークパーツ間で伸長する停止ウェブと、同様にチークパー
ツ間で伸長するピボットスピンドルとを含む。櫛状要素はハウジングのピボットスピンド
ル上に旋回可能に取り付けられている。このタイプのクランプロックは、それぞれ必要な
張力を維持しながら、それぞれの締結タスクへのそれぞれのテンション手段の長さを調整
するために使用される。
【背景技術】
【０００２】
　問題のタイプのクランプロックは、典型的にベルト、バンド又はロープの形態であるテ
ンション手段と併用され、十分に曲げやすく、同時に各場合に必要な張力を伝達すること
ができる。
【０００３】
　このような既知のクランプロックは、例えば特許文献１に記載されており、一般的にハ
ウジングと、このハウジングに偏心して旋回可能に動かせるように取り付けられた櫛状要
素とを有する。同時に、既知のクランプロックは一般的に停止要素を有し、この停止要素
は、櫛状要素の方向に外側に弓なりに曲がった該停止要素の停止面と、櫛状要素の外側に
弓なりに曲がった円周面との間にクランプスロットを形成するように配置され、このクラ
ンプスロットの明確な幅は櫛状要素の旋回位置によって決まる。この場合、櫛状要素のピ
ボットスピンドル及び停止要素の停止面の配置は、櫛状要素がテンション要素の挿入方向
とは逆に旋回している場合にクランプスロットを制限するように選択される。このように
して、クランプスロットが広く開いているとき、実質的に力を加えずにクランプスロット
にテンション要素を挿入することができる。その後、必要な張力がテンション手段に実質
的に達したらすぐにテンション手段は櫛状要素の円周面に大きな垂直力を及ぼす。クラン
プロックによって導かれた自由端が張力から解放された後、テンション要素は、この力及
び櫛状要素とテンション手段との間の摩擦作用の結果として、挿入方向に逆向きに、櫛状
要素を引きずって動かすので、クランプスロットの幅が最小限になり、テンション手段は
櫛状要素の円周面と停止要素の停止面との間にクランプされる。張力がかかった状態のテ
ンション手段に広がる反応力のため、このクランプは、櫛状要素が外部作用力によって挿
入方向に旋回され、こうしてクランプスロットの幅が再び広げられるまで維持される。
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【０００４】
　既知のクランプロックは、一方では、クランプロックに広がるクランプ力が、櫛状要素
とテンション手段との間に広がる摩擦に左右されるという問題を有する。他方で、多くの
場合に既知のクランプロックでは、実際には特に高い張力を要するテンション締め具では
、再びテンション手段を解放するために櫛状要素をそのクランプ位置から解放するのが困
難なことが分かる。
【０００５】
　同様に特許文献１に開示されているクランプロックの変形の場合、リム（その周りでテ
ンション要素が、その後端で、停止要素の停止面と関係している櫛状要素の第１の外側に
弓なりに曲がった円周面部分のテンション手段の挿入方向に導かれる）を形成することで
これらの問題を排除する努力が為された。この場合、挿入方向でリムと隣接している円周
面部分が平らになるように具現化されているので、テンション要素はリムの周りにねじれ
たコースで導かれる。リムに対向するその端部では、平らな円周面部分が、櫛状要素の第
１の外側に弓なりに曲がった円周面部分と対向する第２の外側に弓なりに曲がった円周面
部分と融合する。
【０００６】
　既知のクランプロックのさらに対応して具現化されたハウジングウェブ上に形成された
停止面は、この第２の円周面部分とも関係する。このようにして、テンション位置内でテ
ンション手段の二重のクランプが達成され、第１の外側に弓なりに曲がった円周部分と平
らな円周部分との間のリム周囲のテンション手段のたわみのためクランプ力が特に高い。
それにもかかわらず、これは、テンション手段をクランプロックに挿入するのが非常に厄
介なので、例えば、キャリヤーの実施で普及しているラフな条件下でほとんど操作できな
いという欠点がある。
【０００７】
　後者の態様も、特に既知のクランプロックでは、櫛状要素をクランプ位置から解放位置
へ旋回させうるレバーをさらに櫛状要素上に形作ることができるので適用される。このレ
バーを用いて十分に高い力を伝達できるように、レバーは櫛状要素の幅全体に伸長してい
る。それにもかかわらず、クランプロックを通してテンション手段を導くためには、レバ
ー内に開口を形成して、この開口を介して、クランプロックを通るその経路上でテンショ
ン要素をさらに導かなければならない。
【０００８】
　さらに、テンション手段がクランプギャップ中に櫛状要素を引くのに安全性を高めるた
め、テンション手段と接触するようになる櫛状要素の円周面上にラッチ突起を形作ること
が知られている。このラッチ突起が、張力がかかった状態でクランプ要素に対してぴんと
張ったままであるテンション手段に達すると、テンション要素と櫛状要素との間で摩擦に
よって係合するのみならず、ぴったり合う関係をも生じさせる（特許文献２）。
【０００９】
　厄介な取扱いに加えて、既知のクランプロックのさらなる欠点は、それを組み立てるた
めに多数の部品が必要なため、技術的に複雑であり、ひいては製造に費用がかかるという
事実にある。
【００１０】
　その製造に必要な部品数の低減の結果として、より経済的に製造できるクランプロック
は、特許文献３から知られている。この既知のクランプロックは、プラスチック材料から
一体構造で製造されたハウジングを有し、その中にやはりプラスチック材料製で、別個に
前もって製造された櫛状要素が旋回可能に取り付けられている。このハウジングは２つの
平行かつ相互に隔てて配置された細長いチーク部を有する。その一端の領域には、停止ウ
ェブ（その周りに各場合にその有効長さについて調整すべきバンドがルーズに導かれる）
がチーク部間で伸長している一方で、同様のウェブ様締結部が、チーク部間のその他端の
領域内で伸長している。この場合、停止ウェブには貫通開口が横断しており、この貫通開
口は、停止ウェブの縦軸及び停止ウェブ上に旋回可能に取り付けられたブラケットの取っ
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手が係合するその入口開口と同軸に方向付けられている。
【００１１】
　特許文献３から既知のクランプロックでは、櫛状要素を旋回可能に取り付けるため、プ
ラスチック材料のハウジングは、チーク部内の２つの開口を介して供給される別個に前も
って製造されたスピンドルを含み、開口は相互に反対に配置され、かつ相互に同軸で停止
ウェブの縦軸に軸平行に向けられている。同時に、スピンドルは、櫛状要素の端部上の対
応する貫通開口によって導かれる。
【００１２】
　特許文献３から既知のクランプロックの実施形態の欠点は、櫛状要素に必要なピボット
スピンドルを別部品としてハウジングに挿入しなければならないという事実である。これ
は、比較的小径のスピンドルを必要とするのみならず、実際の使用中に生じる力に耐えら
れるスピンドル用材料の使用が必要である。さらに、ハウジング内でスピンドルと関係す
る開口と櫛状要素内の開口にスピンドルを同時に挿入するには、非常に正確に行わなけれ
ばならない追加の操作が必要である。
【００１３】
　最後に、特許文献４は、同様に、ある材料（さらに詳細には定義していない）から一体
構造で製造されたハウジングと、ハウジング内に旋回可能に取り付けられた櫛状要素とを
含むクランプロックを開示している。このハウジングは同様に２つの側面チーク部を有し
、その一方の端部間には、各場合にその有効長さについて調整すべきバンドを締結するた
め締結部が伸長しており、チーク部の他端間には停止部が具現化され、その停止部を介し
てバンドが導かれ、かつハウジング内に旋回可能に取り付けられた櫛状要素が停止部に対
して作用する。この場合、櫛状要素は、ハウジングで束縛されている空間へ内側に突出し
、かつ櫛状要素の対応する開口に達する２つの短い取っ手上に旋回可能に取り付けられて
いる。この応力が解除され、変形していない状態では、櫛状要素の幅は、わずかに標準よ
り小さいことを別にしても、ハウジングのチーク部間の明確な幅に相当する。
【００１４】
　従って、特許文献４から既知のクランプロックの組立て可能性及び操作性の必要条件は
、櫛状要素が、そのピボットスピンドルの開口が、各場合に櫛状要素又はハウジングの適
切な弾性変形によって櫛状要素と関係するハウジングの取っ手と係合できる程度までピボ
ットスピンドルに対して横方向に可撓性なことである。同様に、櫛状要素の十分な柔軟性
も、異なる厚さのバンドで既知のクランプロックを使用できるようにするであろう。この
ように必然的に存在するこの変形能が、バンドの十分なクランプが高負荷ではもはや保証
されないであろうリスクを隠している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】国際公開第００／３０４８７号パンフレット（ＷＯ００／３０４８７）
【特許文献２】米国特許出願公開第２００４／０１６３２１６（Ａ１）号明細書（ＵＳ２
００４／０１６３２１６Ａ１）
【特許文献３】欧州特許出願公開第０８４１０２０（Ａ１）号明細書（ＥＰ０８４１０２
０Ａ１）
【特許文献４】英国特許第６７８，０６９号明細書（ＧＢ６７８，０６９）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　前述した従来技術の背景に対して、本発明の目的は、高機能の信頼性を有し、かつコン
パクトで容易に操作できるデザインをも有し、同時に簡単な方法で製造できるクランプロ
ックを提供することにあった。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
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　本発明によれば、この目的は、請求項１に記載の特徴があるクランプロックによって達
成される。請求項１に従属する請求項は、このタイプの本発明のクランプロックの有利な
実施形態を特定する。
【００１８】
　本発明は、十分に高い安定性のためには、クランプ要素用のピボットスピンドルの領域
内で、さらに存在する場合は停止部及び／又は締結部の領域内で、より堅い材料から作ら
れ、かつプラスチック材料ケーシングに挿入された補強要素によってハウジングを補強す
る必要があるという発見から出発する。
【００１９】
　本発明により、このことは、本発明のクランプロックのハウジングには、ハウジングの
停止ウェブ及びピボットスピンドルの少なくともチークパーツの領域内に補強インサート
があり、前記補強インサートが、プラスチック材料ケーシングで取り囲まれ、かつプラス
チック材料ケーシングの材料より堅い材料で作られているので達成される。
【００２０】
　さらに、ハウジングは締結部を含むことができる。一般的にクランプロックを締結する
ため又はテンション手段の端部を接続するためにこの締結部を使用できる。後者は、例え
ば、２つのテンション手段をクランプロックによって相互に接続するか又はテンション手
段がループを形成し、その端部をクランプロックで結合するときに有益である。できるだ
け簡単な接続を可能にするためには、締結部は、特にテンション手段の２つの端部をクラ
ンプロックに接続する場合、締結部がウェブ様式で、かつ停止ウェブに平行に伸長するよ
うに具現化されていれば有益である。
【００２１】
　例えば複数のウェブ様部分があるフレームの様式で、本発明のクランプロックのハウジ
ング内にある補強インサートを具現化することができる。この場合、補強インサートは各
場合に櫛状要素のピボットスピンドルのみならず、停止ウェブを補強し、存在する場合に
は締結部をも補強する部分を有しうる。このタイプの補強要素は、例えば金属穿孔パーツ
によって形成されるか又は別の比較的安価かつ容易に加工できる固い材料で作られる。同
様に、それぞれフレーム様である複数の穿孔パーツを併用して補強パーツを形成すること
も、これが生産の観点からより有利であれば考えられる。
【００２２】
　櫛状要素の停止ウェブ及びピボットスピンドルをそのハウジング上に一体構造で形作る
という点で、本発明のクランプロックを特に経済的方法で製造することができる。この実
施形態は、ハウジングを完全に別個の自己閉鎖型かつそれ自体一体構造の部品として前も
って製造できるようにするので、櫛状要素の少なくとも停止ウェブ及びピボットスピンド
ルは、得られた部品上に既に完成している。締結部がある場合、これをハウジングに一体
的に接続することもできる。
【００２３】
　横断面で見て、１８０°より大きい角度を包含し、かつ円弧の形状で内側に弓なりに曲
がった内円周面を有するベアリング開口が櫛状要素内に形成されているという点で、本発
明に従って構成されたハウジングのピボットスピンドル上に櫛状要素を簡単な方法で締結
することができる。
【００２４】
　本発明のクランプロックのハウジングを一体構造で具現化すれば、この場合は、櫛状要
素内のベアリング開口がスロット付き開口として形成され、かつその曲率半径が、クラン
プ力の作用下で旋回可能に動かせるようにピボットスピンドル上に櫛状要素が位置付けら
れるようにピボットスピンドルの直径に適合している点で、櫛状要素をそのピボットスピ
ンドル上に簡単に取り付けることができる。この場合、クランプ力の作用下でゆるみなし
にピボットスピンドル上に櫛状要素を位置付けるように、ピボットスピンドルの外面と凹
所の内面との間の圧締を難なく設計することができる。
【００２５】
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　使用に不利な条件下でさえ確実に機能するが、同時に製造が容易な本発明の別の実施形
態は、ハウジングが２つのハウジングパーツで構成され、かつハウジングの分割面が、各
場合に０°より大きい角度で、停止ウェブ及びピボットスピンドルの縦軸と交わることを
特徴とする。ハウジングを２つのパーツに分割すると、ベアリング開口が半径方向に櫛状
要素の材料で完全に取り囲まれた櫛状要素を利用することができる。ハウジングの組立て
中に、ハウジングのピボットスピンドルが櫛状要素内のベアリング開口中に供給される。
【００２６】
　ピボットスピンドルの領域内の分割面がハウジングの一方のチークパーツに直接当接し
ている場合、ピボットスピンドルは、ハウジングの前もって製造され、まだ結合していな
い状態の他方のチークパーツから取っ手のように突出している。しかし、同様に、分割面
が、チークパーツ間に存在するいずれの他の点でピボットスピンドルと交わってもよい。
この場合、ハウジングの前もって製造され、まだ結合していない状態で、ピボットスピン
ドルのそれぞれの部分がそれぞれのハウジングパーツと関係するチークパーツから取っ手
のように突出している。同時に最適に機能するハウジングパーツの特に簡単な実施形態は
、ハウジングの分割面がチークパーツ間の中央に延びている場合に得られる。好ましくは
、ハウジングパーツを簡単に結合できるようにするため、分割面は、ピボットスピンドル
、停止ウェブ及び締結部の縦軸に垂直に方向付けられる。
【００２７】
　ツーパーツハウジングの場合、ハウジングパーツ間の接続は、クランプロックが望まし
くない様式でバラバラになるのを防止するため、結合後は分離不能でなければならない。
この目的のため、ハウジングパーツの材料を統一し、またぴったりフィットし、及び／又
は力を伝達する方法、例えば接着結合又は溶接によって相互に接続することができる。
【００２８】
　プラスチック材料ケーシングを補強インサート上に噴霧する点で、生産に関して、本発
明のクランプロックのハウジングを簡単な方法で製造することができる。
【００２９】
　ばねを含み、ばねが櫛状要素を停止ウェブの方向に自動的に旋回させるようにチークパ
ーツの少なくとも一方に対して櫛状要素を弾力的弾性的に支持するレセプタクルが櫛状要
素内に形成されている点で、本発明のクランプロックの性能特性がさらに改良される。こ
のことは、櫛状要素が、その中に位置付けられたばねの弾力的弾性力下で、各場合その動
作に適正な位置に自動的に動くことを保証する。
【００３０】
　テンション手段用の本発明のクランプロックの実用性をさらに高めるため、このタイプ
のクランプロックでは、停止ウェブは、特に弓なりに曲がって形成された停止面を有して
よく、クランプ要素は、ピボットスピンドルの周りで旋回できるように取り付けられ、停
止ウェブの停止面と関係する円周面部分を有してよく、かつテンション手段を通すため、
反対側で停止ウェブの停止面と櫛状要素の円周面部分によって区切られたクランプスロッ
トが存在してよい。従って、本発明によれば、櫛状要素の、停止ウェブの停止面と関係す
る円周面部分は、停止ウェブの停止面と逆の形式で成形される。
【００３１】
　従来技術におけるように、このように構成された本発明のクランプロックの機能は、ク
ランプ要素が、テンション手段内で作用する張力のためクランプギャップ中に引かれるの
で、このクランプギャップが櫛状要素の動きに伴って狭くなり、従って櫛状要素及び停止
ウェブに支えられているテンション手段の表面に高いクランプ力が及ぼされるという事実
に基づいている。
【００３２】
　しかし、この場合、本発明のクランプロックでは、クランプスロットを区切る表面部分
が、クランプスロットを通じて導かれるテンション手段が張力をかけた状態では櫛状要素
の円周面と停止ウェブの停止面の両者に平面様式で支えられるように具現化されている。
それぞれのテンション手段のクランプが、全ての場合できるだけ狭く区切られているほぼ
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線形領域に限定されている既知のクランプロックとは異なり、本発明のクランプロックで
は、テンション手段が、張力をかけた状態で、２つの大きい表面部分間で、目標どおりに
押しつけられる。
【００３３】
　これが、テンション手段と停止ウェブ又は櫛状要素との間により大きい加圧領域をもた
らすので、クランプ力が、局所的に狭く区切られた領域だけでなく、櫛状要素上に作用す
る。それどころか、本発明のクランプロックでは、より大きい領域の上に櫛状要素が装着
されるので、局所的に狭く区切られた様式で生じる割れ目又は亀裂などの負荷ピークを防
止する。本発明のクランプロックが、負荷をかけることが許される最大度合を超えて応力
が加えられたとしても、これさえクランプロックの本発明の実施形態では亀裂につながら
ない。これは、テンション手段は、テンション力が増すにつれてクランプスロット中にど
んどん深く櫛状要素を引かずに、一旦特定のクランプ位置に到達したら、クランプ力が増
すことはもはや不可能なような大きい領域にわたってクランプスロットに対して櫛状要素
が支持されていることから達成される。従って、本発明のクランプロックでは、テンショ
ン手段が、櫛状要素及び停止ウェブの特有の最大の許容できる負荷を超えたときにクラン
プスロットを介してスライドし始める。このプロセスが使用者への明確な指示である。こ
の指示が、悲惨な結果で突然に予想外の態様でクランプロックが壊れるほど強く、使用者
がクランプロックに負荷をかけることを防止する。
【００３４】
　驚くべきことに、クランプロックの本発明の構成では、テンション手段が既知のクラン
プロックより改善されてクランプロック内で張力をかけた状態で保持されるのみならず、
本発明のクランプロックは特に簡単なやり方で取り扱うこともできる。従って、本発明の
クランプロックには、必要な保持力をもたらすためにテンション手段をぎこちなく挿入す
る必要がない。同様に櫛状要素及び停止ウェブの本発明による成形が、旋回可能に動かせ
る櫛状要素の不測のクランプのリスクを最小限に減らし、その事実が、本発明のクランプ
ロックを常に簡単なやり方で外せることを確保する。
【００３５】
　原則として、その面が相互に対応するように成形されている停止ウェブと櫛状要素の相
互に関係する面を本発明に従って利用する効果は、停止ウェブの停止面が内側に弓なりに
曲がっており、それと関係する、櫛状要素の円周面が外側に弓なりに曲がっている場合で
さえ利用されうる。しかし、この実施形態は、特有の条件下では、実際には実用的でない
と分かるかもしれない方法でテンション手段を導くことを前提とするだろう。
【００３６】
　この問題は、停止ウェブの停止面が外側に弓なりに曲がっており、それと関係する、櫛
状要素の円周面が内側に弓なりに曲がっている場合には存在しない。本発明のクランプロ
ックのこの実施形態では、さらに複雑な設計をすることなく、クランプロックによって吸
収される張力の作用線が、テンション手段がクランプロックまでもたらされる過程に従っ
て適応するように、テンション手段を簡単に導くことができる。
【００３７】
　本発明のクランプロックのさらに特に有利な変形は、櫛状要素が停止ウェブに対して旋
回しているとき停止ウェブに対して櫛状要素を支持するサポート部が、櫛状要素上に形作
られていることを特徴とする。一方では、このサポート部を利用してテンション手段を偏
向させることができ、テンション手段のクランプに最適なコースを保証するように、クラ
ンプスロットを介してテンション手段を導く。他方で、サポート部は、クランプスロット
内で広がるクランプ力を、そのクランプによってテンション手段の材料が傷つけられず、
同時にそれぞれの要件を確実に満たす保持力を保証するように、調整することができる。
この場合、サポート部の効果は、サポート部がサポート面を有し、このサポート面によっ
て、櫛状要素が停止ウェブに対して旋回された位置にあるときに停止ウェブに対してサポ
ート部が作用するという点でさらに高められる。この場合、サポート部を突起として具現
化した場合に、可能な実施形態に関して特に有利なことが分かった。すなわち、この場合
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、サポート部のサポート面を、その自由端面と、停止ウェブの停止面と関係する、櫛状要
素の円周面との間で具現化することができる。
【００３８】
　本発明のクランプロックの特に簡単な取扱い及び信頼できる機能性と共に、できるだけ
低いテンション手段の物的負荷は、クランプ要素が停止ウェブに対して旋回されてテンシ
ョン手段の挿入方向に見えるときに、クランプスロットの明確な幅がその中の入口開口か
ら始まって出口開口の方向に広くなる場合に得られる。
【００３９】
　原則として、本発明のクランプロックの機能性は、「櫛状要素の円周面部分」／「テン
ション手段」の材料対の構成が、張力をかけた状態でテンション手段によってクランプス
ロットの方向に及ぼされる力のため、櫛状要素が動くようなら十分である。これは、実際
の使用では、とげ（ｂａｒｂ、Ｗｉｄｅｒｈａｋｅｎｓ（英、独訳））の様式で、クラン
プスロットを介して導かれるテンション手段とかみ合わせることを意図した少なくとも１
つのラッチ突起を櫛状要素の円周面部分上に具現化する場合に達成される。さらに、櫛状
要素の円周面部分のラッチ突起が、クランプスロットの幅全体に伸長している点で、櫛状
要素とテンション手段の結合の安全性（この場合は少なくともぴったりフィットすること
）が高められる。必要ならば、この場合、テンション手段と櫛状要素の結合の安全性をさ
らに高めるため、櫛状要素の円周面部分上に複数のラッチ突起を具現化することができる
。テンション手段と接触するようになる停止面又は円周面のそれぞれの成形を考慮すると
、この場合、挿入方向に見て、ラッチ突起の間隔が、クランプスロットの入口開口から始
まって出口開口の方向に減少すると、都合が良いだろう。これは、円周コースの弓形が規
則的コースを持たない場合に特に当てはまる。
【００４０】
　櫛状要素の円周面部分について上記方法で述べたように、張力をかけた状態でクランプ
スロット内にテンション手段が保持される安全性をさらに高めるため、円周面部分と関係
する、停止ウェブの停止面上に少なくとも１つのラッチ突起を具現化することもできる。
この目的のためには、停止ウェブの停止面の少なくとも１つのラッチ突起が、櫛状要素の
円周面部分の少なくとも１つのラッチ突起と反対向きである場合に有利であろう。
【００４１】
　本発明のクランプロックのハウジングのピボットスピンドル上の櫛状要素の過剰に広い
旋回を防止するため、ピボットスピンドル上の櫛状要素の旋回経路を制限する停止部をピ
ボットスピンドル上に具現化することができる。
【００４２】
　本発明のクランプロックは、独立に旋回可能に動かせるように取り付けられ、かつ櫛状
要素を旋回させるレバー要素を有し、このレバー要素が、レバー要素上に向けられた作動
力の労作時に、櫛状要素が停止ウェブに対して作用するクランプ位置から、停止ウェブか
ら離れて旋回した解放位置に櫛状要素を旋回させる点で、櫛状要素のそのクランプ位置か
らの解放を簡単なやり方で簡素化することができる。この場合、このタイプのレバー要素
は、てこの法則を利用して解放力（例えば、手で加えられる）を助けるように、難なく旋
回可能に、かつ本発明に従って構成されたクランプロックのハウジング内で櫛状要素に結
合するように配置することができる。この目的のため、レバー要素の旋回可能に動かせる
取り付けのためのベアリングをハウジング上に具現化することができる。例えば、レバー
要素と関係し、ハウジング本体にしっかりかつ一体的に接続された成形要素の形態（櫛状
要素のピボットスピンドルに匹敵する様式）、或いは２つのレセプタクル（レバー要素か
ら横方向に突出する取っ手のため相互に対向して配置されている）の形態で、このベアリ
ングを具現化することができる。
【００４３】
　従って、本発明は、ループ又は２つの別個のテンション手段を形成するテンション手段
の２つの端部を結合するために安全かつ容易に操作でき、また安価に製造できる可能性を
提供する。本発明のクランプロックを使用すると、張力をかけるプロセスの間にクランプ
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ロック内で克服すべき力を最小限に減らすので、手動力で難なく各テンション手段を締め
付けることができる。同様に、簡単な手作動で本発明のクランプロック装置を再び解放す
ることができる。
【００４４】
　本発明のクランプロックでは、櫛状要素と停止ウェブで形成される保持機構で張力をか
けた後、そのかけられた張力が自動的かつ即座に維持される。この場合、本発明のクラン
プロックの保持機構は、各テンション手段が受ける複数の張力を確保することができる。
【００４５】
　従って、各場合にクランプロックに作用する力に確実に耐える強度と剛性を有するよう
に、本発明のクランプロックを容易に設計することができる。本発明のクランプロックが
、特に複雑な設計を行うことなく、その破壊強度がクランプロックに作用する実際の最大
負荷より少なくとも２倍高いことを容易に保証することもできる。
【００４６】
　従来技術に存在する欠点、例えばクランプスロットを介してテンション手段を導けるよ
うにするためにでさえ、各櫛状要素の特定のプレテンションを克服する必要があること、
クランプスロットの領域内の過剰な摩擦の結果としてテンション手段を傷つけるリスク、
櫛状要素のプレテンションに必要なばね要素の疲労、櫛状要素のピボットスピンドルを形
成し、一般的に別に取り付けられるボルトの厄介な取扱い、高い負荷の結果としての破壊
などは、本発明のクランプロックでは排除される。この点について、本発明のクランプロ
ックは特に、ハウジングを停止ウェブと、テンション要素用のピボットスピンドルと、必
要な場合に締結部とを備えた別個の部品として完全に前もって製造する可能性の結果とし
て、経済的な大規模生産に適している。
【００４７】
　特に、固いコアインサートと、このコアインサートを覆うプラスチック材料ケーシング
の、本発明の有利な実施形態として提供される組合せは、本発明のクランプロックの人間
工学及び性能特性に関する設計の最大の可能な自由を許容するのみならず；むしろ、材料
のこの組合せは、ハウジングの、安価な、適切な場合はさびやすい板金材料で任意に補強
を与えたインサートを製造し、かつクランプロックの耐用年数全体にわたって腐食からコ
アを確実に保護するように、前記材料をプラスチック材料ケーシング中に埋め込めるよう
にする。
【００４８】
　本発明のクランプロックの組立ては極端に簡単である。従って、完全に組み立てられた
状態で旋回可能に動かせる個々のパーツ、及びクランプロックのハウジング内に与えられ
るそれらの支持点を、組立て中、さらなる複雑な道具なしで、スナップ式又はクランプ接
続のやり方で相互に結合できるように、難なく具現化することができる。
【００４９】
　以下、典型的な実施形態を例示する図面を参照して本発明をさらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】開放位置のクランプロックの第１の変形の概略縦断面図である。
【図２】クランプ位置における、図１に示すクランプロックの概略図である。
【図３】図１及び２に示すクランプロックのハウジングの概略斜視図である。
【図４】図３に示すハウジングに適した補強インサートの概略斜視図である。
【図５ａ】クランプロックの第２の変形の概略斜視図である。
【図５ｂ】図５ａのクランプロックの概略斜視拡大図である。
【図６】図５ａのクランプロックの概略縦断面図である。
【図７】図５ａ～６に示すクランプロックで使う櫛状要素の概略斜視図である。
【図８】図５ａ～７に示すクランプロックで使う補強インサートの概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
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　クランプロック１は、単体として前もって製造したハウジング２を含む。この場合、ハ
ウジング２は、相互に対向して位置付けられた２つのチークパーツ３、４と、このチーク
パーツ３と４の間のそれらの一方の端部で伸長する停止ウェブ５と、チークパーツ３と４
の間のそれらの他方の端部で伸長するウェブ様締結部６と、停止ウェブ５と締結部６の間
に配置され、かつ同様にチークパーツ３と４の間で伸長する、櫛状要素８のためのピボッ
トスピンドル７とで形成されている。ハウジング２の全ての成形パーツ（チークパーツ３
、４、停止ウェブ５、締結部６、ピボットスピンドル７）が一緒に、一体的にしっかりと
分離不能に相互接続された本体を形成している。
【００５２】
　この場合、ハウジング２は、ハウジング２の全ての成形要素の外形を決めるプラスチッ
ク材料ケーシング１０にキャスティングされた補強インサート９で補強されている。補強
インサート９はフレーム様式で構成され、補強インサート９は、２つの同一の穿孔パーツ
１１、１２で構成され、他方の上に一方が平面的に位置付けられ、かつ安価でさびやすい
が、十分に強いスチールから前もって製造されている。補強インサート９は、２つの長手
方向ウェブ１３、１４を有し、それぞれチークパーツ３、４の１つと関係しており、長手
方向ウェブ１３、１４の相互に関係する端部間で伸長して停止ウェブ５を補強している第
１のウェブ様部分１５、長手方向ウェブ１３、１４の他方の端部間で伸長して締結部６を
補強している第２のウェブ様部分１６、及び補強インサート９の第１部分１５と第２部分
１６の間に配置された部分１７が、長手方向ウェブ１３と１４の間で同様に伸長してピボ
ットスピンドル７を補強している。
【００５３】
　停止ウェブ５は、そのピボットスピンドル７と関係する側に停止ウェブ５の全幅Ｂに伸
長し、横断面で見て（図１、２）、外側に凸状に弓なりに曲がった停止面１８を有する。
停止面１８には、停止面１８の円周にわたって規則的距離で分配して配置されたラッチ突
起１９が形成されている。この場合、ラッチ突起１９の自由に突出しているリムは、クラ
ンプロック１で支持すべきテンション手段Ｓをクランプスロット２０に挿入する挿入方向
Ｅに向けられ、その一方の長手方向側は停止ウェブ５の停止面１８で区切られている。そ
れぞれのテンション手段Ｓの、クランプスロット２０を介して導くことができる自由端Ｓ
Ｅ１をねじれないように離れて導くことができる、同様に外側に弓なりに曲がった面が、
挿入方向Ｅで停止面１８に接続されている。他方で、角を丸くしたリム２１が、挿入方向
Ｅの停止面１８の前の停止ウェブ５上に形成されている。このリム２１で交わる平面は、
相互に実質的に直角に向いているので、テンション手段Ｓは、クランプスロット２０に入
る前、規定された折り目のないコースで、リム２１を経てクランプスロット２０に入る。
【００５４】
　締結部６は、断面がくさび形状で具現化され、より細い先端が、ハウジング２の、停止
ウェブ５の反対側の端部に向けられている。このようにして、締結部６の周りに設置され
てループを形成するテンション手段Ｓの端部ＳＥ２は、この端部ＳＥ２の領域で生じる物
的負荷が低くなるように導かれる。
【００５５】
　特定の最大旋回位置までだけクランプスロット２０を開けるようにピボットスピンドル
７上に旋回可能に取り付けられた櫛状要素８の旋回経路を区切る停止部２２は（図１）、
ハウジング２の、断面が基本的に円形であるピボットスピンドル７上に、停止ウェブ５か
ら離れた位置にある、ハウジング２の下側方向Ｕに４５°の角度で取り付けられている。
【００５６】
　高強度のプラスチック材料製の櫛状要素８は実質的に三角形の基本形状を有する。櫛状
要素８の、スピンドルシャフト７と関係する側にベアリング開口２３が形成されている。
ベアリング開口は、断面が基本的に円形となり、内径がピボットスピンドル７の外径に対
応するように同様に形成されており、かつその内面で１８０°より大きい角度を囲んでい
る。ベアリング開口２３と、櫛状要素８の、停止ウェブ５の停止面１８と関係する前円周
面２４との間にある突起２５は、その低減した厚さのため、十分弾性的にベアリング開口
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２３の開きをわずかに広げながら、クリップ接続の様式で櫛状要素８をピボットスピンド
ル７に付着させ、引き続きそこにゆるみなしで旋回可能に取り付けられている。
【００５７】
　櫛状要素８の、停止面１８と関係する円周面２４は、停止面１８と反対に、内側に弓な
りに曲がった形状をしている。この場合、ラッチ突起２６は停止面１８のラッチ突起１９
に平行に伸長して、停止面１８内に形成されている。ラッチ突起２６の自由なリムは、挿
入方向Ｅのクランプスロット２０の方へ向いている。
【００５８】
　突起様式で具現化され、クランプスロット２０の幅Ｂにわたって伸長し、かつ停止ウェ
ブ５の方向に円周面２４から突出しているサポート部２８は、円周面２４の、クランプス
ロット２０の出口２７と関係する上縁上に取り付けられている。この場合サポート部２８
は、櫛状要素８が停止ウェブ５上に旋回しているとき、円周面２４に隣接しているそのサ
ポート面２９によって停止ウェブ５に対して作用するように成形かつ配向されている。
【００５９】
　櫛状要素８の、ピボットスピンドル７から離れた上側にトラフ様のくぼみ３０が形成さ
れている。このくぼみ３０内に、細長い断面で具現化され、かつクランプスロット２０の
幅Ｂ全体に伸長するレバー要素３１の自由端が位置付けられる。その他端で、レバー要素
３１がハウジング２に旋回可能に取り付けられる。この目的のため、チークパーツ３、４
内に形成されたレセプタクル３４、３５内に係留的かつ回転可動的に保持された、横方向
に突出するラグ３２、３３を問題の端部上に取り付けてある。
【００６０】
　クランプロック１の手動保持をさらに容易にするため、チークパーツ３、４内に下側Ｕ
からグリップトラフ３６を形成してある。
【００６１】
　例えば、ベルトの形態でセットされてループを形成し、前述したようにその一端ＳＥ２
が締結部６の周囲に位置付けられたテンション手段Ｓに張力をかけるため、まずハウジン
グ２の上側Ｏからレバー要素３１を手で押して、ピボットスピンドル７の停止部２２に達
するまで櫛状要素８を旋回させる。
【００６２】
　すると、妨げられないクランプスロット２０を通してテンション手段Ｓの自由端ＳＥ１
を導くことができる。この場合、クランプスロット２０の最大幅は、各場合に櫛状要素８
の円周面２４のラッチ突起２６と、テンション手段Ｓのそれと関係する側との間にわずか
な接触が残るような寸法である。
【００６３】
　テンション手段Ｓの自由端ＳＥ１を、テンション手段Ｓで必要な引張応力が形成される
まで、クランプスロット２０を通して手で引く。その後、端部ＳＥ１に作用している張力
Ｋが解放される。この結果、テンション手段Ｓが非常に少しだけ後方に移動する。しかし
、この後方移動の過程で、櫛状要素８のラッチ突起２６が、櫛状要素８の円周面２４に支
えられているテンション手段Ｓにぴったりフィットするようになるので、櫛状要素８が停
止ウェブ５の停止面１８に押し付けられる。遅くともこの時点で、停止ウェブ５のラッチ
突起１９もテンション手段Ｓに達するので、停止ウェブ５の停止面１８の領域内にもクラ
ンプロック１とテンション手段Ｓとの間のぴったりフィットした接続が生じる。
【００６４】
　停止ウェブ５に支えられているテンション手段Ｓ上で押圧している櫛状要素８の位置で
は、クランプスロット２０は、横断面で見て、その入口から始まってその出口２７の方向
に狭くなるような形状である。この場合、クランプスロット２０内で広がるクランプ力は
、サポート部２８がそのサポート面２９によって、停止ウェブ５に対してかつサポート部
２８と停止ウェブの間で支持されているので制限される。テンション手段Ｓ内で過剰に高
い引張応力が作用すると、クランプスロット２０内で広がるクランプが打ち勝って、テン
ション手段Ｓがクランプスロット２０からスライドし始める。これが確実にクランプロッ
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ク１の過負荷を防止する。
【００６５】
　意図的にクランプを引き離すためには、レバー要素をそれと関係し、かつ突起の様式で
突出している、櫛状要素８の端部に対してわずかな圧力で押すと、櫛状要素が旋回してそ
の開口位置に戻り、テンション手段Ｓの端部ＳＥ１をクランプスロット２０を通して自由
に引き戻すことができる。
【００６６】
　図５ａ～６に示すクランプロック１０１では、ハウジング１０２が２つのハウジングパ
ーツ１０２ａ、１０２ｂで構成される。この場合、ハウジング１０２は２つの対向して配
置された細長いチークパーツ１０３、１０４を有し、その間に停止ウェブ１０５、締結部
１０６及びピボットスピンドル１０７が伸長している。この場合、停止ウェブ１０５、締
結部１０６及びピボットスピンドル１０７の位置付けと機能は、原則として図１～３に示
すハウジング２の停止ウェブ５、締結部６及びピボットスピンドル７の位置付けと機能に
相当する。
【００６７】
　チークパーツ１０３と１０４との中央にハウジング１０２の分割面Ｔが配置され、停止
ウェブ１０５、締結部１０６及びピボットスピンドル１０７の縦軸Ｌ１０５、Ｌ１０６、
Ｌ１０７に垂直に向けられている。従って、分割面Ｔは、問題の縦軸Ｌ１０５～Ｌ１０７
と各場合９０°の角度で交わっている。
【００６８】
　ハウジングパーツ１０２ａ、１０２ｂの、分割面Ｔによって規定される分割によって、
停止ウェブ１０５、締結部１０６及びピボットスピンドル１０７がそれぞれ２つのハーフ
に分割される。図５は、停止ウェブ１０５のハーフ１０５ａ、１０５ｂ及び締結部１０６
のハーフ１０６ａ、１０６ｂ並びにハウジングパーツ１０２ａと関係するピボットスピン
ドル１０７のハーフ１０７ａを示している。この場合、停止ウェブ１０５、締結部１０６
及びピボットスピンドル１０７のハーフが、それぞれそれと関係するチークパーツ１０３
又は１０４に一体的に接続される。
【００６９】
　図８に示す補強インサート１０９のハーフ１０９ａ、１０９ｂがハウジングパーツ１０
２ａ、１０２ｂ内に設置される。従って、補強インサート１０９は、金属シートから穿孔
され、かつハウジング１０２のチークパーツ１０３、１０４のように相互に平行に配置さ
れた２つの細長いチークパーツ１０９ｃ、１０９ｄを有する。補強インサート１０９のそ
れぞれ停止ウェブ１０５、締結部１０６及びピボットスピンドル１０７の部分で伸長する
ボルト様ウェブ１０９ｅ、１０９ｆ、１０９ｇ、１０９ｈは、金属から成り、相互に軸に
平行に配置され、そのうちウェブ１０９ｅと１０９ｆは停止ウェブ１０５と関係し、ウェ
ブ１０９ｇはピボットスピンドル１０７と関係し、１０９ｈは締結部１０６と関係する。
停止ウェブ１０５に特に高い安定性を付与するため、停止ウェブ１０５と関係するウェブ
１０９ｅ、１０９ｆは、相互に密接して位置付けられる。
【００７０】
　補強インサート１０９の１つのハーフ１０９ａは、チークパーツ１０９ｃ、停止ウェブ
１０５のウェブ１０９ｅ及びピボットスピンドル１０７のウェブ１０９ｇで形成される。
この場合、ウェブ１０９ｅ及び１０９ｇは、チークパーツ１０９ｃとはこのチークパーツ
１０９ｃにリベットで留めるやり方で関係するその端部でしっかりと分離不能に接続され
ているが、他のハーフ１０９ｂのチークパーツ１０９ｄと関係するそれらの端部は、ハウ
ジング１０２の組立て前は自由である。
【００７１】
　対応する方法で、補強インサート１０９の他のハーフ１０９ｂはチークパーツ１０９ｄ
、停止ウェブ１０５の第２ウェブ１０９ｆ及び締結部１０６のウェブ１０９ｈによって形
成される。この場合、ウェブ１０９ｆ及び１０９ｈは、チークパーツ１０９ｄとはこのチ
ークパーツ１０９ｄにリベットで留めるやり方で関係するその端部でしっかりと分離不能
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に接続されているが、他のハーフ１０９ａのチークパーツ１０９ｃと関係するそれらの端
部は、ハウジング１０２の組立て前は自由である。
【００７２】
　補強インサート１０９のハーフ１０９ａ、１０９ｂはそれぞれプラスチック材料ケーシ
ング１１０で完全に覆われ、プラスチック材料ケーシング１１０の外形が、図示したハウ
ジングパーツ１０２ａ、１０２ｂの外部形態を決める。この場合、被覆の結果として補強
インサート１０９にしっかりと分離不能に接続されるプラスチック材料ケーシング１１０
の外部形状は、組立て状態でクランプロック１０１を有効に取り扱えるのみならず、損傷
のリスクもないように選択される。この関連で、ハウジングパーツ１０２ａと関係するウ
ェブ１０９ｅと１０９ｇ及び補強インサート１０９の、ハウジングパーツ１０２ｂと関係
するウェブ１０９ｆと１０９ｈは、各場合それぞれのチークパーツ１０９ｃ、１０９ｄか
ら始まって約半分までだけそれぞれのプラスチック材料ケーシング１１０で取り囲まれて
いる。
【００７３】
　同時に、問題のハーフをクランプロック１０２の組立て中にぴったりフィットするよう
に結合しうる例えば突起１１１及び対応する凹所１１２などの成形要素は、前もって製造
された状態ではまだ自由である、停止ウェブ１０５のハーフ１０５ａ、１０５ｂ、締結部
１０６のハーフ１０６ａ、１０６ｂ及びピボットスピンドル１０７のハーフ１０７ａ、１
０７ｂの相互に関係する端部の領域内でプラスチック材料ケーシング１１０を介して成形
される。この場合、停止ウェブ１０５、締結部１０６及びピボットスピンドル１０７のハ
ーフが、分離不能様式でそれぞれ相互にかみ合うように、突起１１１及び凹所１１２を容
易に具現化することができる。
【００７４】
　同時に、この図面では見えないが、ウェブ１０９ａに軸が平行に伸長する開口が、補強
インサート１０９のウェブ１０９ｆ（このウェブはハウジング１０２ｂから突出する）の
ため、停止ウェブ１０５のハーフ１０５ａ内に形成されている。対応する方法で、同様に
ハウジングパーツ１０２ｂから突出する、ピボットスピンドル１０７のウェブ１０９ｇの
ための開口（ここではこれも見えない）が締結スピンドル１０６のハーフ１０６ａ内に設
けられている。同様に、停止ウェブ１０５のハーフ１０５ｂ及びハウジングパーツ１０２
ｂと関係するピボットスピンドルの見えないハーフ内には、ここではどちらも図示しない
開口が形成されており、この中にウェブ１０９ｅ、１０９ｇのそれぞれ関係する自由に突
出する部分を挿入することができる。
【００７５】
　ハウジングパーツ１０２ａと１０２ｂの間の接続を永久に保証するため、停止ウェブ１
０５、締結部１０６及びピボットスピンドル１０７のハーフを、それらの接触領域内及び
開口（その中に補強インサート１０９のウェブ１０９ｅ～１０９ｈのそれぞれの自由部分
を挿入する）の領域内で、溶接又は接着結合によって物的接合様式でさらに接続する。
【００７６】
　クランプロック１０２の櫛状要素１０８の基本形状は、図１に示すクランプロック２の
櫛状要素８に対応している。これは、特に、そのラッチ突起１２６及び突起の様式で具現
化されているそのサポート部１２８の形状と配置、及びラッチ突起１２６を備えるその内
側に弓なりに曲がった円周面１２４の形状と配置の両方に関係がある。同様に、外側に弓
なりに曲がった停止面１１８及びその上のラッチ１１９は、停止面１８及びラッチ１９の
ように具現化されている。
【００７７】
　しかし、櫛状要素８とは対照的に、プラスチック材料から成る櫛状要素１０８は、ベア
リング開口１２３を有し、それは櫛状要素８のベアリング開口２３に従って配置されてい
るが、その中心部分は、櫛状要素１０８のプラスチック材料で完全に取り囲まれている。
【００７８】
　その端部では、ベアリング開口はそれぞれ櫛状要素１０８の下側に開いている凹所を有
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し、クランプロック１０２が完全に組み立てられたとき、チークパーツ１０３、１０４の
内側に成形された停止部１２２がその凹所に達する。停止部１２２は、図１～３に示すク
ランプロック２の櫛状要素８及び停止部２２に関連して前述したように、櫛状要素１０８
の調整経路を区切っている。
【００７９】
　さらに、櫛状要素１０８の上側から斜めに、かつベアリング開口１２３に平行に伸長す
る受けポケット１１３が櫛状要素１０８内に形成されている。受けポケット１１３は、ワ
イヤーで成形されたばね要素１１４を含み、このばね要素は、クランプロック１０２が組
み立てられたとき、各場合その自由端１１５がチークパーツ１０３、１０４の内側に形成
されている開口１１６に達し、ねじりばねの様式で櫛状要素１０８上に弾性復元力を及ぼ
し、この復元力が停止ウェブ１０５の停止面１１８に対して櫛状要素１０８を自動的に旋
回させる。
【符号の説明】
【００８０】
図１～４
１　クランプロック
２　ハウジング
３、４　ハウジング２のチークパーツ
５　ハウジング２の停止ウェブ
６　ハウジング２の締結部
７　ハウジング２の櫛状要素８のために設けられたピボットスピンドル
８　櫛状要素
９　補強インサート
１０　ハウジング２のプラスチック材料ケーシング
１１、１２　穿孔パーツ
１３、１４　補強インサート９の長手方向ウェブ
１５、１６、１７　補強インサート９のウェブ様部分
１８　停止ウェブ５の外側に弓なりに曲がった停止面
１９　ラッチ突起
２０　クランプスロット
２１　リム
２２　停止部
２３　櫛状要素８のベアリング開口
２４　櫛状要素８の内側に弓なりに曲がった円周面
２５　突起
２６　ラッチ突起
２７　クランプスロットの出口
２８　サポート部
２９　サポート部２８のサポート面
３０　くぼみ
３１　レバー要素
３２、３３　取っ手
３４、３５　レセプタクル
３６　グリップトラフ
Ｂ　クランプスロット２０の幅
Ｅ　挿入方向
Ｋ　張力
Ｓ　テンション手段
ＳＥ１　テンション手段Ｓの自由端
ＳＥ２　テンション手段Ｓの他端
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【００８１】
図５～８
１０１　クランプロック
１０２　ハウジング
１０２ａ、１０２ｂ　ハウジングパーツ
１０３、１０４　チークパーツ
１０５　停止ウェブ
１０５ａ、１０５ｂ　停止ウェブ１０５のハーフ
１０６　締結部
１０６ａ、１０６ｂ　締結部１０６のハーフ
１０７　ピボットスピンドル
１０７ａ　ピボットスピンドル１０７のハーフ
１０８　櫛状要素
１０９　補強インサート
１０９ａ、１０９ｂ　補強インサート１０９のハーフ
１０９ｃ、１０９ｄ　補強インサート１０９のチークパーツ
１０９ｅ～１０９ｈ　補強インサート１０９のウェブ
１１０　プラスチック材料ケーシング
１１１　突起
１１２　凹所
１１３　受けポケット（レセプタクル）
１１４　ばね要素
１１５　ばね要素１１４の自由端
１１６　開口
１１８　停止面
１１９　ラッチ
１２２　停止部
１２３　ベアリング開口
１２４　円周面
１２６　ラッチ突起
１２８　櫛状要素１０８のサポート部
Ｌ１０５　停止ウェブ１０５の縦軸
Ｌ１０６　締結ウェブ１０６の縦軸
Ｌ１０７　ピボットスピンドル１０７の縦軸
Ｔ　ハウジング１０２の分割面
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